
『つつきはっけん講座&ウォーク』 実施報告 

「京たなべの魅力発見」の取組み 

１．自分たちのまちを知る   
  ・いにしえの歴史を学ぶ（出来事、人物、生き方） 
  ・ウォーキングしながら、まち・ひと・もの自慢や魅力を発見 
       ※歴史、自然、風景、花植物、衣食住、自慢、有名人、お宝、お祭、イベント 
２．学び、発見した情報をまとめ発信 

主旨 

活動 
内容 

開催 ： 偶数月  第2金曜日、講座会場 ： 社会福祉ｾﾝﾀｰ(4,12)月、中央公民館(6,8,10)月 

月  日 （１０～１１：３０）  講座 （１３～１６）  ウォーキング 

 
４ 

 
１１ 

 オリエンテーション 
 京田辺市概要、観光資源全般 

社会福祉センター興戸～飯岡（車塚古墳群、穴山梅雪、渡し）～ 
   草内の渡し～咋岡神社～法泉寺 

 
６ 

 
１３ 

 家康伊賀越えでたどった道 
  本能寺の変 真実を解く 

中央公民館～酒屋神社～観音寺～普賢寺谷～宇頭城～若冲屋敷跡 
   ～ビオ多々羅 

 
８ 

 
８ 

 継体天皇の謎 
      筒城宮はどこか 

ＪＲ同志社前～天神山遺跡～筒城宮址～マムシ谷窯跡～ 
   下司古墳群～同志社大学歴史資料館   １１／１４ 

 
10 

 
９ 

   いにしえの宝庫 
    知られざる南部地域 

中央公民館～鉾立ての松杉～南山義塾～南山城跡～ 
    大南山～同志社山手～多々羅～普賢寺～公家谷 

 
１２ 

 
１２ 

   かぐや姫の里、京田辺 
      総括まとめ、閉講式 

社会福祉センター～飯岡（咋岡神社、トヅカ古墳）～大神宮跡～ 
   鶴沢の池～山本驛～山崎神社 

第2回 

２０１５．１    
まちづくり市民ねっと京田辺 

１．参加人数１０６名（予想の３倍）。学び、現地を訪れる市内初めての企画、配布ファイルが好評。 
２．市の隠れた魅力を知り、他の人々や子供たちに伝えていくことが大切であるとの声を多くいただいた。  
３．行政・事業主・大学・市民が強い連携・協力を持って、地域活性化、文化遺産継承に取組むことが重要。 
４．歴史・文化遺産・観光・産業に繋げていく強いリーダーシップ力の醸成が重要。（人材・ﾏｲﾝﾄﾞ・意欲） 
５．メディア・新聞をうまく活用して、市の観光資源のＰＲ活動をする必要性を感じる。  
６．収支はトントン。発信はＨＰ。課題は、開催案内の徹底、ウォークの距離、参加者（地域偏り、若者が少） 

第1回 

第3回 

第4回 

第5回 

講座 
ｳｫｰｸ 

総括 



１．  ３７名   男 年代（３０・・・１、５０・・・１、６０・・・１０、７０・・・１２）、女 年代（５０・・・２、６０・・・１０、７０・・・１） 
 

２．   ①大変良かった・・・１８、 良かった・・・１６、 普通・悪かった・・・０ 
    ②[理由]    ・京田辺の知らないところを知った・・・１１     ・地域に関心・魅力を感じた             ・・・３ 
              ・わかり易く、資料・説明が良かった・・・３      ・楽しかった、知らない人と話し合えた・・・２  
             ・学び・現地に行けた・・・２ 
    ③[講座内容]   歴史もの 
    ④[ウォーク]   ちょうど良い・・・２、５～６ｋｍ、少し長い、年齢に応じて、楽しかった 
    ⑤[発見した魅力]  市の時代背景、古代から重要なところ、同志社キャンパス遺跡、若冲隠遁地、佐川田の墓 
 
３．  ①[開催頻度]   二か月に１回・・・１６、毎月・・・１１、三カ月に１回・・・１     ②同一日・・・２７、別の日・・・１          
     ③[会場]          社会福祉センター・・・２７、中央公民館・・・１９、どちらでも・・・８ 
    ④[参加費]      ３００円･･･２０、４００円･･･２、５００円･･･３ 
    ⑤[案内]          広報京たなべ・・・３１、広報板・・・１２、ホームページ・・・７、新聞･･･５、メール・・・１ 
 
４．   [今後のテーマ要望] 
        南山城三十三か所・・・１０、南西部・・・６、北中部・・・４、平成三十景・・・３、三宅安兵衛碑・・・２、 
        今年と同じものを新情報込み（伊賀越え、本能寺の変、かぐや姫、鶴沢の池、継体天皇と筒城宮、風景） 
        近代の歩み、近世の産業と史跡…鉄道の歴史、マンボ堤防歩き、椿本チェーン見学、愛宕灯篭巡り 
 
５．   [H２７年の参加]   年間登録・・・１８、テーマにより参加・・・１１ 

 
６．  [自由意見]    ・郷土愛あふれる、意欲的な企画/今後の発展を期待する   ・市や企業代表者の参加 
    ・かぐや姫のPR,、三山木にモニュメントを建てよう   ・市民の中から出てくる隠れた魅力の紹介や発見 
    ・市の博物館建設は？  活性化と産業の発展に繋げること 

Ｈ２６年 『つつきはっけん講座＆ウォーク』 アンケート結果 （12/12 参加者回答） 

※ 改善要望があまり出てないが、①ウォークの発着地、距離、休憩  ②イベント案内  ③休日開催  等あり  

H26.12.14 

[参考]    参加人数計   講座・・・２５１名（一般  １９９）、  ウォーク・・・１７６（一般 １４０）    一般申込計９１名 



    一般 
市民ねっ
と 計 

第１回 講座 32 10 42 

4月11日 ウォーク 30 8 38 

第２回 講座 43 11 54 

6月13日 ウォーク 28 8 36 

第３回 講座 45 11 56 

8月8日 ウォーク ― ― ― 

第４回 講座 44 9 53 

10月9日 ウォーク 41 4 45 

第4.5回 講座 ― ― ― 

11月14日 ウォーク 15 8 23 

第５回 講座 35 11 46 

12月12日 ウォーク 26 8 34 

合計 講座 199 52 251 

  ウォーク 140 36 176 

平均 講座 40 10 50 

  ウォーク 28 7 35 

参加者一覧表 


